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比較に基づく生活科授業の構造 
－小二生活科授業実践｢手のはなし｣を手がかりに－ 
峯岸由治 
１ はじめに 
1997 年 11 月，教育課程審議会は，この間の生活科教育における実践上の課題
を次のように指摘した 1）。  
｢一部に画一的な教育活動が見られたり，単に活動するだけにとどまっていて，自
分と身近な社会や自然，人にかかわる知的な気付きを深めることが十分でない状
況も見られる｣ 
その後，教育課程審議会は，生活科教育における「改善の基本方針」の一つとして，
「活動や体験の中で生まれる知的な気付きを大切にする指導が行われるようにする」こと
を提言した２）。 
こうした動向を受けて，｢知的な気付きを大切にする｣生活科の学習指導に関する研究や
実践が進められている。この中で，朝倉・伊藤両氏（以下，｢両氏｣と略す。）は「知的な気
付き」に関する問題の整理を行い，「知的な気付き」の「概念が曖昧であり，共通理解には
至っていない」現状があり，このままでは「生活科の具体的な授業改善には至らないであ
ろう」と指摘している３）。そして，「『知的な気付き』は基本的に「気付き」と同じもので
ある」と規定した上で４），「知的な気付きを大切にする」生活科の学習指導について，次の
ように指摘している５）。 
「『気付き』を生むような『具体的な活動や体験』を構成することがポイントであり,そこで
生まれた『気付き』を言語などで表現するようにすること，さらにそれを話し合いなどで
確かめていくようにすることがポイントとなる」 
また，生活科の授業改善を進めていくためには，「これらの点から学習指導案の吟味や授
業実践の分析が必要」であるとしている。 
 そこで、本小論では、埼玉県川口市立領家小学校教諭蒔田枝津子氏が行った生
活科授業実践「手のはなし」を取り上げ，「知的な気付き」を促す生活科授業の構
造について考察する 6）。本実践を取り上げた理由は，本実践が人間（自分）に対
する「気付き」を広げ深めるために，両氏が指摘するような学習指導を展開しているから
である。｢知的な気付き｣に関連したこれまでの研究は，両氏が指摘したような限界を持つ
と共に，教師の支援に視点が置かれ，「『気付き』を生むような『具体的な活動や体験』」の
構成自体が明らかにされていないなどの限界も指摘できる 7）。したがって，本実践を分析・
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考察することによって，「知的な気付き」を促す「具体的な活動や体験」の構成，及び表現
活動との関連，これら授業の構造と関わった教師の働きかけといった生活科授業を改善す
る手がかりが得られるのではないかと考えたのである。 
本研究では，｢手のはなし｣の授業構造を明らかにするために，学習指導案と授業記
録を分析対象とした。授業記録を分析対象としたのは，｢授業はどのように行われたの
か｣という，授業の事実を確定するためである。そして，「なぜそのような授業となる
のか｣を考察するため，学習指導案を分析対象とし，授業に対する教師の考えを把握し
たいと考えたのである。 
 研究方法は，第一に，「手のはなし」の授業記録から具体的な活動や体験，教師
の働きかけ，児童の反応を抽出する。第二に，抽出した資料をもとに，具体的な
活動や体験といった展開方法と，具体的な活動や体験からもたらされる児童の気
付きといった内容的側面の両面から授業の構成を分析・検討する。第三に，「手の
はなし」に見られる授業の構造を考察し，取り出す。  
 このような研究方法を取るのは，授業の目標を達成するために，教師が｢どんな
活動や体験を通して｣｢どんな気付きを｣児童に促そうとしたのかを明らかにした
いと考えたからである。｢生活科の特質は，直接体験を重視した学習活動を展開｣
するところにある 8)。したがって，授業記録に見られる具体的な活動や体験を取
り出し，その関連や児童の変容を検討することにより，授業の構造が明らかにな
ると考えたのである 9）。  
 
２ 生活科授業実践｢手のはなし｣の概要 
本単元の目標は ,次のように設定されている 10)。  
「① 毎日たくさん手を使っていることに気づき ,手がいろいろな仕事をしてい  
ることを自分の手でたしかめる。  
 ② 手と同じはたらきをしている道具をみつけ，身のまわりの道具に関心をも
たせる。  
 ③ 人間が手でしていることを動物はどこでしているかをみつけ ,人間の特性
を知る。  
 ④ 自分で使うもの食べるものをつくったり，自分でしたことみつけたことを
文章や絵で表現する。」  
 このような単元目標に到達させるために ,指導計画は以下のように組まれてい
る 11)。なお，指導計画は 23 時間扱いとなっている。また ,「カ－ドに書く、話を
つくる、作文を書くなどは国語の授業として扱う」として，国語の授業との合科
的な扱いが留意されている。  
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表１  指導計画 
【たくさん使っている手】 (5 時間 )     （  ）内は時間数  備考  
①手を使わないで作業す
る        (1) 
○ランドセルに本やノートを入れ
る  
○ごはんやおかずを食べる（給食） 
 
②手を使って作業する (1) ○ランドセルに本やノートを入れ
る  
○ごはんやおかずを食べる（給食） 
 
③朝おきてから学校に行
くまでに手でしたこと
を思い出してカ－ドに
かく       (1) 
 カード  
④みんなで手の話をつく
る        (2) 
  
【いろいろな仕事ができる手】 (4 時間 )  
①手でいろいろなことを
する       (3) 
○教室で  
○外で（休み時間・そうじ等を使っ
て）  
○カードに書く（なにを  どうした） 
校庭  
給食  
そうじ  
 
②親指のはたらきをたし
かめる      (1) 
○手の形をなぞる  
○親指を使わないでとめる（がびょ
う）  
○親指を使わないでふたをあける
（びん）  
びん  
画びょう  
画用紙  
 
【手と道具】 (5 時間 )  
①手と道具と両方で同じ
仕事をする    (1) 
②いろいろな道具をさが
す        (2) 
③手と道具の話をつくる
(2) 
○すくう、切るなどふだんよく使う
道具で確かめる  
○学校探検  
○家でもさがす  
○外でもさがす（自由に）  
水そう  
おたま  
スプーン  
 
【動物とくらべる】 (4 時間 )  
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①動物と遊ぶ・観察する
(2) 
②文章や絵で表現する 
(2) 
○ウサギ、ニワトリ、ビデオ、写真
等を使って  
(うまくできるな  でも大変だ  手が
使えて便利 ) 
ビデオ  
写真  
 
【手を使って作る】 (5 時間 )  
①かんぽっくりを作って遊ぶ 
(2) 
②うどんを作って食べる  
(3) 
 かん  
くぎ  
ひも  
かなづち  
 
３ 生活科授業実践｢手のはなし｣の構成 
｢手と道具と両方で同じ体験をする｣（10 時間目）は，「手と同じはたらきをし
ている道具があることに気付く」という目標を達成するために，授業が次のよう
に展開されている。  
 最初に給食で使われた道具が想起され，その一つ (スプーン )が提示される。次
に，スプーンの使用方法や使用場面を発表させた後，実際にスプ－ンを使って教
師がス－プを食べて見せる。すなわち，道具（スプーン）の使用を再現すること
で，道具の機能を再確認するとともに，児童の動機付けが図られていると言える。  
 次に，水槽の水をすくってからの水槽に移す作業が行われる。この作業は，２
回行われる。１回目は手で，２回目はコップや計量カップ，お皿，スポンジ，ぞ
うきんなどの道具を使って行われる。すなわち，二度の作業を通して，「手と同じ
働きをしている道具」の存在と効用が再認識されていると言える。  
 続いて，「すくう道具がお部屋の中にかくれているかもしれないよ（見つけてみ
よう）」という指示がだされ，教室の中にある「すくう」道具，及び「すいとる」
道具が探される。児童が見つけた道具で掲示できる道具は黒板にはり，掲示でき
ない道具は名前が書かれる。すなわち，探索活動，及び発見した道具の掲示とい
う視覚的な強調を通して，「すくう」という手の働きと同じ働きをしている道具が，
身の回りにあるということに気付かせていると言える。  
 その後，「もしかすると、ほかにも手を使うより便利な道具が、お部屋の中にか
くれているかもしれないよ。（見つけてみよう）」という指示が出され，教室の中
にある道具が探される。児童が見つけた道具は，先程と同様，掲示できる道具は
黒板にはり，掲示できない道具は名前が書かれる。すなわち，探索活動，及び発
見した道具の掲示という視覚的な強調を通して，「すくう」以外にも手の働きと同
じ働きをする道具があること，道具が身の回りにたくさんあることを気付かせて
いると言える。  
最後に，次の時間は保健室で道具探しをすることが予告され，授業が終了して
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いる。  
すなわち，本授業は，本時の目標を達成するために，二つの体験や活動によっ
て構成されていると言える。第一に，「水をすくって移す」体験である。この体験
は，「手で」すくう体験と「道具で」すくう体験が行われている。第二に，「道具
を探す」活動である。この活動は，「すくう道具」を探す活動と「便利な道具」を
探す活動が行われている。そして，これらの体験や活動を通して，「道具は、手と
同じ仕事をしているけど、手より便利」「道具は、身のまわりにいっぱいある」と
いった気付きを，児童に促していると言える。  
 
４ 生活科授業実践｢手のはなし｣の構造 
「手のはなし」の授業は，なぜこのような構成になるのであろうか。蒔田氏は，
なぜ，水をすくって移す体験を二度行わせたのだろうか。また，なぜ，道具を探
す活動も二度行わせたのであろうか。ここでは，この二つの問いを考察すること
により，本授業実践の構造を明らかにしたいと考える。  
第一に，蒔田氏は，なぜ，水をすくって移す体験を二度行わせたのであろうか。
それは ,「40.終った」「40.２回終った」12）という児童の発言にもあるように，道
具を使用することが，「手でやるより便利」であることを強調したいからであると
考えられるのである。  
蒔田氏は，授業の最初にスプーンを提示している。そして，「6.（スプーンは、）
何するの」と児童にたずね，スプーンでスープを食べることを演示している。さ
らに，「手で水をすくって移す」体験の終了時に ,「39.びしょびしょにならないよ
うにするにどうしたらいいかな」と児童にたずねている。こうした教師の働きか
けは，「すくう」という手の働きと同じ働きをする道具の存在に対する気付きを促
すとともに，道具の使用を示唆していると言える。すなわち，水槽の水をすくっ
て空の水槽に移すという体験をまず手だけで，次に道具を使って行うことによっ
て，二つの体験から生まれた気付きが対比されるのである。そして，道具を使用
することは「手でやるより便利」であることが，体験の比較を通して強調されて
いると言える 13）。  
第二に，蒔田氏は，なぜ，道具を探す活動も二度行わせたのであろうか。それ
は，「73.手で持っていると大変だけど、ちりとりなら集められる」「73.本を手で
持ってくると落としたりするけど、ランドセルなら落ちない」という児童の発言
にも見られるように，児童が気付いた道具の概念を強化・拡大するためであると
考えられるのである 14）。  
蒔田氏は、「すくう道具」を探させる際，次のように示唆している。  
「56.すくうっていうのは手ですると、手のかっこしてごらん、こういうふうにす
るんだよね。手ですると疲れちゃうけど、道具を使うと便利だね。手と同じ働き
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をしている道具が、こんなにあったね」  
また，｢手を使うよりも便利な道具｣を探せる際には，「73.手と同じ仕事をしてるんだけど
手より便利だな」という道具を探すように指示しているのである。こうした教師の発言や
指示は，児童が体験から得た気付きを言葉によって「総括」するとともに，探索活動にお
ける児童の｢認識の道具｣となっていると言える 15)。すなわち，手の働きと関連づけて探索
活動が繰り返されることによって，「手でやるより便利」という道具の概念が類比されるの
である。そして，多種多様な道具の存在に対する気付きを改めて促すとともに，道具の概
念が強化されていると言える。 
本時｢手と道具と両方で同じ体験をする｣に見られる，こうした対比や類比とい
った比較に基づく授業の構造は，｢手のはなし｣全体を貫く基本的構造となってい
ると言える。  
例えば ,「たくさん使っている手」では，手を使わずに作業させることによって，
手を意識化させているのである。そして，その後手を使って同じ作業をさせるこ
とによって，手を使った時と使わなかった時の体験から生まれた気付きが対比さ
れ，日常生活において手の果たしている役割が強調されていると言える 16)。  
「いろいろな仕事ができる手」では，遊び，そうじ，食事などの活動や作業を
通して，手の多様な機能への気付きを促した後 17)，親指を使わずに作業させるこ
とによって，親指を意識化させているのである。そして，その後，親指を使って
同じ作業をさせることによって親指を使った時と使わなかった時の体験から生ま
れた気付きが対比され , 拇指対向性という手の仕組みとはたらきに気付きが広げ
られていると言える。  
 「手と道具」では，本時終了後，順次，校内，家庭，戸外と場面を広げ，繰り
返し道具探しが行われる。そして，発見した道具を手のはたらきと関連づけて，
「手とどうぐのはなし」として類比的に文章化されることによって，「手と同じ仕
事をしているんだけど手より便利」な道具の存在と機能が強調されていると言え
る 18)。  
「動物とくらべる」では，人間が手でやっていることを動物はどうやっている
かが観察され，観察から生まれた気付きが対比されるのである。そして ,観察した
ことが「人間の手と動物のはなし」として対比的に文章化されることによって，
個々の動物の特性，及び人間の特性に対する気付きが促されていると言える 19）。 
「手を使って作る」では，「かんぽっくり」や「うどん」を作ることを通して，
遊ぶものや食べるものが人間の手や道具によって作られること，また作られる過
程に対する気付きが促されていると言える。  
 つまり，「手のはなし」は，具体的な活動や体験の比較を通して，多様な手のは
たらきという身近で不確かな事実から，手のしくみ，手と道具，手と動物，手が
つくりだすものというように人間の手，及び人間そのものの素晴らしさが多面的
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に理解できるように構成されていると言える。  
こうした授業構造の背景には，「毎日あたりまえのように使っている手のすばら
しさを子どもたちとともに学習したい」という授業者の願いがあるのである。そ
して，この願いのもとに，｢手のしていることを通して自分の生活について考え、
手と同じ働きをしている道具を通して、身近な社会に目をむけさせ、さらに人間
が手でしていることを動物は何を使っているのかを観察する中で、自然とふれあ
い、かかわりをもつことができる｣というように，具体的な活動や体験から生まれ
る児童の気付きを発展させる方向が，予め想定されていたのである 20)。また，「話
す・書く・聞く・読む・絵をかくなどのさまざまな表現活動が充分にできる」よ
うにと，具体的な活動や体験から生まれる児童の気付きと表現活動との結びつき
が，意図されていたのである。  
 
５ おわりに 
本小論では、小二生活科授業実践「手のはなし」の学習指導案と授業記録を手
がかりに，授業の構造について検討してきた。  
 小二生活科授業実践「手のはなし」は，人間の対象認識の一つの方法である対
比や類比という比較を授業構造の特徴として具体的な活動や体験を構成し，気付
きの「道具」及び「総括」として言語活動を活用していたのである。「手のはなし」
の授業は，本来低学年の社会科授業として開発されたものではあるが，身近な身
体器官を手がかりに，児童の気付きを多面的に発展させる活動や体験の選択，及
びその構成は，「知的な気付き」を促す生活科授業を構想する時，示唆を与えるも
のと思われる 21）。  
 今後の課題は，すぐれた生活科授業の構造を引き続き解明すること，解明した
授業構造に基づいて，内容の異なる他の生活科授業を構想し検証していくことが
考えられる。  
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注 
１）文部省『小学校学習指導要領解説 生活編』日本文教出版株式会社 平成 11 年 5
月 31 日 p.２ 
こうした問題は，生活科の発足当初から指摘されていた。例えば,次のものがある。 
① 水越敏行｢生活科の展開と教師の役割｣『悠』ぎょうせい 1991 年 10 月号 p.22 
② 白神澄二「制作活動における教師のかかわり方の重要性」『生活科授業研究』明治図書 
1993 年 9 月号 Ｎo.29 pp.10～11 
③ 有田和正｢『何を』『どこで』指導すべきか考えているのか？｣『生活科授業研究』 
明治図書 1993 年 9 月号 Ｎo.29 pp.16～17 
④ 有馬毅一郎｢生活科と社会科のちがいは何か－社会認識育成の初期教育－｣社会認識教
育学会『社会科教育学ハンドブック 新しい視座への基礎知識』明治図書 1994 年 3 月 
pp.307～316 
２）同上 p.３  
３）朝倉淳・伊藤公一「生活科における『知的な気付き』に関する基礎的研究－
問題整理と授業改善の方向性－」 日本生活科・総合的学習教育学会『せいか
つか＆そうごう』第 11 号 2004 年 2 月 4 日 初教出版 p.84 
なお，本研究では，｢知的な気付き｣に関する問題の整理と授業改善の方向性
が示されている。理論的な概観にとどまっており，具体的な事例を通した検証
や考察は行われていない。  
４）両氏は，「本小論においては，『知的な気付き』は基本的に気付きと同じもの
であるとするが，『知的な気付き』と言われるときには，たとえば先に示したａ，
ｂ，ｃなどがより強調されていると捉えることにする」と述べている。  
  なお，ａ，ｂ，ｃとは，次の通りである。  
「ａ．子どもが興味・関心を持ち，明確な課題意識を持って子どもなりに追究
する中で生まれた『気付き』  
 ｂ．直感や思考によって，自らの論理として言い表すことができる『気付き』 
 ｃ．後の学習（次時以降の授業，他単元，他教科，次学年以降の学習など）
や日常生活へとつながるような発展の可能性のある『気付き』」  
同上 p.86 
５）同上 p.88 
６）本授業実践は，1992 年２月 18 日埼玉県川口市立領家小学校２年１組で行わ
れたものである。  
  「手のはなし」は，「人間の歴史の授業を創る会」（前：社会科の授業を創る  
会）の久津見宣子氏により，1971 年に第１回目の授業が行われている。（こ  
の第１回目の授業記録は，『ひと』２号・太郎次郎社，『ものをつくる授業』白  
井春男編・太郎次郎社に収録されている。）「手のはなし」の授業に関する経緯  
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は，『授業を創る』第２巻７号（授業を創る社，1985 年，pp.102～103）に詳  
しい。また，「手のはなし」は，久津見氏により絵本としてまとめられている。 
くつみのぶこ『手のはなし』授業を創る社 1990 年  
７）先行研究としては，次のものがある。  
① 坂井誠亮「知的な認識形成をめざす生活科の授業設計－『知的な気付き』を  
深める学習過程と指導に生かす評価－」社会系教科教育学会『社会系教科教
育学研究』第 17 号 2005 年 11 月 10 日 pp.53～60 
本研究では ,「知的な気付き」をキーワードに ,「認識形成の在り方」「授業
設計」が論じられている。しかし ,学習過程モデルの有効性が検証されていな
いところに限界がある。  
② 上原裕子「ウェビングによる子どもの気付きの深まりへの支援－長期にかか  
わる町のたんけん活動を通して－」日本生活科・総合的学習教育学会『せい
かつか＆そうごう』第８号 2001 年 2 月 4 日 初教出版 pp.４～11 
本研究では，児童の主体的な学びを育てる教師の支援の在り方が検討され
ている。しかし，児童の気付きを生む活動や体験の構成自体が解明されてい
ないところに，研究の限界がある。  
③ 藤井千春「心が動いたときの気持ちを共感して受け留めること－心が動き , 
気持ちを語れる子どもを育てる支援－」日本生活科教育学会『せいかつか』  
第６号 1999 年 2 月 4 日 初教出版 pp.10～15 
本研究では，「知的な気付き」の芽を読み取って発展させる支援の在り方が
検討されている。しかし，論証に欠けるという問題がある。  
８）前掲１） p.３ 
９）授業分析の方法については，以下の文献を参考にした。なお，授業分析表は，本
小論の最後に，資料として添付してあるので参照されたい。 
① 中村哲『社会科授業実践の規則性に関する研究－授業実践からの教育改革－』
 清水書院 1991 年 pp.31 ～32 
② 土井捷三「生活科授業の分析と考察」水越敏行・吉本均編著『生活科と低学
年カリキュラム』ぎょうせい 1993 年 pp.67 ～79 
③ 前掲３）p.88 
10）蒔田枝津子 『第 2 学年１組生活科学習指導案』 1992 年２月 18 日 
 以下，特に断らない限りは，ここからの引用である。 
11）学習指導案をもとに，筆者が作成した。 
12）数字は，授業分析表のものである。以下，特に断らない限りは同様である。 
13) 高松紀子「ことばで耕す子どもの認識」埼玉県歴史教育者協議会・編『みる
 きく あるく生活科』日本書籍 1992 年 P.223 
14）例えば，次のように説明されている。 
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「われわれの身の周りにある機械や器具は、人間の器官の働きを外の世界に置き換
え、さらにその働きを拡大したり延長したものといえる」 
秋庭隆『日本大百科全書 16』小学館 1987 年 7 月 1 日 pp.646～648 
15）大槻和夫「生活科と国語科との合科的な指導研究の要点」『教課審「中間まとめ」
と生活科＆総合的学習実践研究の要点』『生活科と共に総合的学習を創る』4 月号臨
刊 Ｎｏ.87 明治図書 p.15 
16）日常生活で手の果たしている役割については，｢朝おきてから学校にいくまで｣と
時間を限定して思い起こさせ，｢手のしたこと｣カードに記入させている。このこと
によって，手を「たくさん使っている」ことが視覚的に強調される。さらに，この
あと｢朝おきてから学校にいくまで｣の｢手のしたこと｣が「手のはなし」にまとめら
れている。例えば，次のように「おはなし」がつくられている。 
｢はじめに、目がさめてふとんをとりました。｣ 
17）手の多様な機能への気付きは，｢手のしたこと｣カードに記入され，手のはたらき
の多様さが視覚的に強調されている。 
18）例えば，次のように「おはなし」が作られている。 
 「紙やおり紙をきる時に、手できると、まっすぐきれないけれど、はさみできると、
まっすぐきれるから、べんりなどうぐです。」 
19）例えば，次のように「おはなし」が作られている。 
 「人間は、手でこおりをわるけど、ぞうは、はなで、わってたべます。」 
20）両氏は，「『具体的な活動や体験』から生まれる多様な『気付き』を理解し，それ
に適切に対応し，生かしていくためには，それを予想しておくことが必要である」
として，その意義を次のように指摘している。 
 「○『具体的な活動や体験』を通して，その素材から何を学び得るのかが明確にな
る。 
○ 子どもの『気付き』を敏感に掴むことができる。 
○ 子どもの『気付き』の意味や価値を理解しやすく，適切に働きかけていくこと
ができる。」 
前掲 ３） p.88 
21）手を対象とした学習は，「ひとのからだ」という単元名で，すでに生活科の教科書
にも取り入れられている。『どうしてそうなの こどものせいかつ上』一橋出版 
 
 なお，本研究をまとめるにあたって，埼玉県川口市立領家小学校 (当時 )教諭蒔
田枝津子氏に多大なご協力をいただきました。記して感謝いたします。  
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資料 
表２  授業分析表 
教師の指示･発問  活動・体験 児童の反応  
１．始めていいですか。  
２．今日はこのスタイルでやりま
す。座ってていいですよ。見て
下さい。何ですか。  
３．手でいろんなことをしてきたよ
ね。そこで、例えば今日は給食
どうやって食べましたか。  
 
 
 
 
 
４．出すよ。  
（袋の中にスプ－ンを入れたも
のを見せる。その後，スプ－ンを
出して見せる。）  
５．何ですか。  
６．何するの。  
７．めぐちゃんは、何する時使う。
 
８．アイスをすくって食べる。大久
保君は。  
９．カレ―ライスの時どうやって使
うの。  
10．スプ－ンをどうするの。  
11．持って。  
 
12．すくってからは。  
13．口に運んで。  
14．食べる。今日の給食でスプ－ン
を使って食べた人。  
15．実は今日の給食のス－プ、ここ
に取ってあるの。今、大久保君
 
 
 
 
発表する。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．はい。  
２．手でしたこと。  
・手を使った。  
 
３．はい。  
・おわんで食べた。  
・スプ－ンで食べた。  
・はしで食べた。  
・スプ－ン。  
・はし。  
・フォ－クだ。  
・スプ－ンとフォ－ク。  
４．うん。  
・スプ－ン。  
・ほらね。  
 
５．スプ－ン（いっせいに）。  
６．何かすくって食べるの。  
７．アイスとかすくって食べ
る。  
８．カレ－ライスを食べる時。
 
９．スプ－ンで。  
 
10．スプ－ンを持って。  
11．カレ－ライスのところに持
っていってすくって。  
12．口に持っていって。  
13．食べる。  
14．はあい。  
・はし使わなかった。  
15．いいな。  
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が言ったように先生がやって
みます。大久保君、何て言った
かな。  
16．大久保君は、まず一番始めは何
て言ったかな。  
17．スプ－ンを持つ。それから。  
18．ここでは、ス－プね。  
19．山田さん、何。  
 
20．持っていく。じゃ、持っていく
よ。はい、持っていったよ。  
21．はい、すくったよ。  
22．口に持っていく。  
 
23．入れる。  
 
 
24．これはすくって口に持っていっ
たんだもんね。こういう道具。
手よりも。  
25．手だとス―プは？  
 
26．スプ－ンがあった方が。  
 
27．便利、どう。スプ－ンがあった
ほうが便利。スプ－ンを黒板には
るよ。（スプーンを黒板にはる。
スプ－ンと書く。）  
28．スプ－ンで今、先生は何をした
んですか。  
29．すくって食べた。手よりも便利。
 
 
 
30．手でやるとたらたらたれちゃ
う。食べやすいね。なるほどそ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
16．スプ－ンを持つ。  
 
17．カレ－ライスを。  
18．ス－プに持っていく。  
19．ス－プのところに持ってい
く。  
20．すくう。  
・ス－プをすくう。  
21．口に持っていく。  
22．あ、あっ。  
   口の中に入れる。  
23．あ、ああっ！  
・ああ、おいしそう！  
・食べたい。  
24．手がよごれない。  
 
 
25．きたない。  
・あらっても（聞き取れない）
26．パンは食べられるよ。  
・便利。  
27．もったいない。  
・あああ。  
 
 
28．すくって食べた。  
 
29．便利。  
・よごれない。  
・手でやるとたれちゃう。  
・ 食べやすい。  
30．やったあ。  
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うだね。こういう、手と同じ仕
事をしているんだけど、手より
便利な道具がある。道具ね。そ
こで、今日はみんなにやっても
らおうと思うんだ。  
31．食べるんじゃないんだよ。  
32．すくってもらいたいの。  
 
 
 
33．ここには何が入っているかとい
うと、ここに水が入っている
の。こっちはからっぽ。  
34．そう。こっちの水を手ですくっ
て、からっぽの入れ物に移す
の。  
35．すくうってわかるよね。先生が
ちょっとやってみるよ。まず、
どうするの。  
36．手をお皿みたいにするの。水を
こうやってすくったら、こっち
の入れ物に移す。またすくって
移すの。わかった。グル－プで、
みんなで、こっちの入れ物に移
すの。手でやってみるんだよ。
やることわかった。じゃ、まず
手ですくってみて下さい。は
い、１班さん、２班、３班、４
班。  
 
 
 
 
37．ちょっとだけ、先生の方を向い
て。どうでしたか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手 で 水 を
すくって，
水 槽 に 移
す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
31．ええ！  
32．うん。いいよ。  
・水ならいいよ。  
・いいよ。  
・あったかくなっちゃったよ。
33．水。  
・そこに移すの。  
 
34．全部。  
・やった。  
 
35．お皿みたいにするの。  
 
 
36．順番にやるって言っただ
ろ。  
・ぬらしちゃだめだよ。  
・ああ。中村君びしょびしょ。
・早く。  
・どっちが早いかな。  
・２番。  
・早く、３番。  
・もうちょっと。  
・できた。  
・終わった。  
・早く。  
・びしょびしょにぬれた。  
・もう、いいんじゃない。  
37．終わった。  
・ぬれなかった。  
・びしょびしょにぬれた。  
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38．中村君どうでしたか。  
 
39．びしょびしょにならないように
するにはどうしたらいいかな。
40．教室にあるの使っていいからや
ってごらん。  
41．みんな終わった。ちょっとこっ
ち。ごめんね。何を使ったか、
１班から教えて。  
42．ちょっと貸して。（黒板にはる）
プリンカップ使った人。  
43．あとは。  
 
44．スポンジでやったの。  
45．吸い取ったの。スポンジはこっ
ちにはろうね。あとは。岡田君、
持っているのは何て言うの。  
46．ボ－ルね。ボ－ルはれるかな。
それから、あかねちゃん、持っ
てるのは何かな。  
47．計量カップ。知ってる。  
 
 
48．他にあった人。  
 
49．何これ。お皿。他に使った人。
 
50．コップ。普通のコップ。まだね。
その他にね、隠れてるよ。  
51．だけどね、ちょっと待ってね。
みんな 何する道具だった。  
 
52．えっちゃん、何。  
53．スポンジは何だっけ。  
 
 
発表する。
 
 
 
道 具 で 水
を す く っ
て，水槽に
移す。  
発表する。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・こぼれた。  
・びしょびしょになった。  
38．手でやったらびしょびしょ
になっちゃった。  
39．スプ－ンでやる。  
・コップ。  
40．終わった。  
・２回終わった。  
41．コップとプリンカップ。  
 
 
42．はあい。  
 
43．ぼく、ヨ－グルト。  
・スポンジ。  
44．吸い取ったの。  
45．ボ－ル。  
 
 
46．コップ。  
・計量カップ。  
 
47．知ってる。  
・牛乳とか計るんだよ。  
・ホットケ－キの粉とか。  
48．お皿。  
・コップ。  
49．コップ。  
・ガラスのコップ。  
50．よし！  
・見つけよう。  
51．すくう道具。  
・先生、いいもの見つけた。す
くう道具じゃないやつ。  
52．スポンジ。  
53．洗う。  
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54．吸い取ったんだね。  
55．ぞうきんも吸い取る。ぞうきん
もはっちゃうね。  
56．すくうっていうのは手でする
と、手のかっこしてごらん、こ
ういうふうにするんだよね。手
ですると疲れちゃうけど、道具
を使うと便利だね。手と同じ働
きをしている道具が、こんなに
あったね。まだね、すくう道具
がお部屋の中に隠れているか
も知れないよ。今度は使わなく
てもいいから、見つけるだけ
ね。  
57．見つかった。  
58．高橋君は、何見つけた。  
59．みんなすわってください。袋で
もすくえる。  
60．後は何があったかな。  
61．６班さん、何見つけた。  
62．おたまね。おたまもはるね。  
63．大沢君。  
64．じょうろははれないね。かびん
もはれないね。  
65．まだある。  
66．すごいね。こんなにあった。ま
だあるの。  
67．まだある。  
68．バケツ、バケツははれるかな。
もういいかな。  
69．これみんな何の道具。  
70．今、すくう道具だけ見つけたん
だけど、もしかすると他にも手
を使うより便利な道具がお部
屋の中に隠れているかも知れ
 
 
 
 
す く う 道
具を探す。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表する。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・吸い取る。  
54．ぞうきん。  
55．ぞうきんだ。  
 
56．はあい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
57．（聞き取れない）  
58．ふくろ。  
59．すくえる。  
 
60．はあい。  
61．おたま。  
62．はあい。（聞き取れない）
63．かびん。  
64．絵の具のやつ。  
 
65．まだあるよ。  
66．かんから。  
 
67．バケツ。  
68．なくなってきちゃった。  
 
69．すくう道具。  
70．なに。  
・すくうものじゃなくて。  
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ないよ。  
71．手よりも、手でやることいっぱ
いあったよね。でも、手でやるよ
り道具を使ったほうが便利だな
っていうのが、教室の中にあるか
も知れないよ。今は、すくうだけ
やったね。すくうじゃなくて、例
えば何かあるかな。  
72．「吸いとる」は、これだけでて
きたね。ぞうきんは、「吸いとる」
だけじゃないね。  
73．教室の中を、これから、手でや
るよりも便利だな、手と同じ仕事
をしてるんだけど手より便利だ
な、という道具を見つけましょ
う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…中略…  
74．ちょっと集まって、一回座って
下さい。今日は、手と同じ仕事を
している道具をいっぱい見つけ
たよね。今日は教室だけだったけ
ど、今度はもっと他の場所に行っ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道 具 を 探
す。  
発表する。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
71．吸いとる。  
 
 
 
 
 
 
72．ふく。  
 
 
73．あった。  
・ごみばこ。  
・鉛筆は。  
・ない。  
・見つけた。  
・先生、ちりとり、ちりとり。
手で持っていくと大変だけ
ど、ちりとりならあつめられ
る。  
・なんかないかな。  
・ランドセル。本を手で持って
くると落としたりするけど、
ランドセルなら落ちないも
ん。  
・植木鉢のお皿。手にお水をい
れてもっていると、お水がこ
ぼれちゃうけど、お皿ならず
っとはいっているもの。  
・じしゃく。手でずっと押えて
いるのは大変。  
74．うちにもあるんじゃない
の。  
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て見つけてみようね。  
75．あっ、うちにもあるかもしれな
いね。うちに帰ったら、手と同じ
仕事をしていて便利な道具を見
つけてきて。  
76．お母さんがいいって言ったら
ね。  
77．今日の勉強はここでおしまい。
手と同じ仕事していた道具をも
との場所に戻してきてね。  
 
 
 
 
 
 
 
75．学校に持ってきたい。  
 
 
 
76．やったあ。  
 
77．大変だ。  
・まとめて持っていこう。  
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Abstract 
Structure of a class of the subject "Social Life and Living 
Environment" based on comparison  
  -through consideration of the practice of "Story of Hand"    
in the second grade- 
Yoshiharu Minegishi 
This study aimed to clarify the structure of a class on "Story of Hand", which is a class 
of the subject “Social Life and Living Environment” for second graders, by analyzing 
the teaching plan and the class record.  
As a result of the analysis, it became clear that the actual activity was based on the use 
of comparison, that is one of the methods how human beings recognize an object. In 
addition, it became clear that language was used as "a tool" to express what a child 
noticed, and it was inflected in "generalization" of what they noticed.  
When we elaborate, the plan of the class for “Social Life and Living Environment” 
encouraging "Intellectual awareness" types of experience, and practical use of 
descriptive activity used in "Story of Hand" will be effective. 
 
